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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第34回

加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
石
川
県
加
賀
市
に
あ
る
加
賀

市
医
療
セ
ン
タ
ー（
３
０
０
床
）を
訪
問
し
た
。
加
賀

市
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
市
立
加
賀
市
民
病
院

（
２
２
６
床
）
と
旧
市
立
山
中
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー

（
１
９
９
床
）を
統
合
し
た
病
院
で
あ
る
。

　

二
つ
の
病
院
の
統
合
は
、
地
元
住
民
か
ら
反
対
運

動
が
起
き
、
２
０
１
３
年
10
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選

挙
で
現
職
市
長
が
落
選
す
る
な
ど
の
混
乱
が
生
じ

た
。
選
挙
で
当
選
し
た
宮
元
陸
新
市
長
は
「
統
合
新

病
院
建
設
計
画
検
証
委
員
会
」
を
設
置
、
筆
者
は
縁

あ
っ
て
副
委
員
長
と
な
っ
た
。
委
員
会
で
は
６
回
に

渡
っ
て
会
議
が
開
催
さ
れ
、
市
民
が
３
分
間
自
由
に

発
言
す
る
「
市
民
の
意
見
を
聴
く
会
」
も
行
わ
れ
た
。

最
終
的
に
、
病
院
建
設
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
い
う
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
２
０
１
６
年

４
月
1
日
に
、
統
合
新
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

研
修
医
・
医
学
生
の
集
ま
る
人
気
病
院
に

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
半
が
経
過
し
、
加
賀
市
医
療

セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

常
勤
医
師
は
、
統
合
前
の
最
悪
期
に
は
、
加
賀
市
民

病
院
23
名（
２
０
０
６
年
度
）、
山
中
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
９
名
（
２
０
０
８
年
度
）
ま
で
減
少
し
て
い
た
。

病
院
の
統
合
に
よ
り
常
勤
医
師
数
37
名
で
ス
タ
ー
ト

し
た
（
旧
加
賀
市
民
31
名
、
旧
山
中
３
名
、
新
規
採

用
３
名
）。
統
合
か
ら
２
年
経
過
し
た
２
０
１
８
年

４
月
に
は
40
名
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
診
療
の
要

で
あ
る
内
科
は
９
名
か
ら
11
名
に
増
加
し
て
い
る
。

加
え
て
、
病
院
の
規
模
拡
大
に
よ
り
医
師
研
修
機
能

が
充
実
し
、
救
急
受
け
入
れ
な
ど
の
症
例
数
の
多
さ

か
ら
、
初
期
研
修
医
、
医
学
生
に
人
気
の
病
院
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
の
初
期
研
修
医
受
け

入
れ
予
定
は
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
、
自
治
医
科
大

学
、
国
立
病
院
機
構
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら

12
名
、
延
べ
31
カ
月
に
及
ぶ
。
２
０
１
９
年
か
ら
は

基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
と
し
て
初
期
研
修
医
の
受
け

入
れ
を
行
う
予
定
で
、
２
０
１
８
年
10
月
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
発
表
で
1
名
の
初
期
研
修
医
の
研
修
が
内
定

し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
の
医
学
生
の
実
習
人
数
は

21
名
、
延
べ
36
週
に
及
ぶ
。
地
域
医
療
に
欠
か
せ
な

い
総
合
診
療
医
が
３
名
在
籍
し
、
指
導
体
制
も
充
実

し
て
い
る
。
今
後
は
、
総
合
診
療
医
の
増
員
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

医
療
提
供
の
質
は
大
幅
に
向
上

　

加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
基
本
方
針
と
し
て

「
救
急
搬
送
を
断
ら
な
い
体
制
」
を
目
指
し
て
い
る
。

か
つ
て
加
賀
市
の
救
急
医
療
体
制
は
、
医
師
不
足
に

よ
り
、
２
０
１
０
年
の
救
急
患
者
の
４
分
の
１
は
市

外
に
搬
送
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
加
賀
市
医
療
セ
ン

タ
ー
の
２
０
１
７
年
度
の
年
間
救
急
搬
送
受
け
入
れ

数
は
２
８
７
２
人
（
１
日
平
均
７
・
９
人
）、
搬
送
依

頼
に
対
す
る
応
需
率
は
98
％
に
及
ん
で
い
る
。
加
賀

市
民
の
救
急
医
療
へ
の
期
待
に
応
え
る
病
院
に
な
っ

て
い
る
。

　

加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
な
ど
を
除
く

一
般
病
室
す
べ
て
が
個
室
で
個
室
料
を
取
っ
て
い

な
い
。
病
室
の
男
女
別
の
配
慮
が
不
要
で
、
感
染
症

の
管
理
が
し
や
す
く
、
病
床
を
埋
め
や
す
い
利
点
が

あ
る
。

　

入
院
患
者
延
べ
数
は
９
万
７
７
２
８
人
（
１
日
平

均
２
６
８
人
）で
病
床
利
用
率
は
89
・
２
％
、
一
般
病

床
の
平
均
在
院
日
数
は
16
・
０
日
、
１
人
１
日
当
た

り
の
入
院
単
価
は
４
万
３
０
８
８
円
で
あ
る
。
診
療

統
合
病
院
加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
在

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸
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等
の
実
績
に
基
づ
く
２
０
１
８
年
度
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
機

能
評
価
係
数
Ⅱ
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
市
政

２
０
１
７
年
６
月
号
、
８
月
号
の
筆
者
連
載
記
事
を

参
照
さ
れ
た
い
）
は
０
・
０
９
２
４
で
、
前
年
よ
り

０
・
０
３
７
３
増
加
し
て
い
る
。
石
川
県
内
の
標
準

病
院
群
（
旧
Ⅲ
群
）
に
お
い
て
２
０
１
７
年
度
20
病

院
中
14
位
か
ら
、
22
病
院
中
３
位
に
大
幅
に
順
位

を
上
げ
る
成
果
を
残
し
た
。
入
院
単
価
、
平
均
在
院

日
数
は
ま
だ
向
上
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
医

師
を
増
や
し
、
診
療
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

外
来
患
者
延
べ
数
13
万
10
人
（
１
日
平
均
５
３
３

人
）
で
、
１
人
１
日
当
た
り
の
外
来
単
価
は
１
万 

２
２
３
８
円
と
な
っ
て
い
る
。

病
院
財
務
も
安
定

　

加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
最
終
的
な
事
業
費
は

１
０
７
・
５
億
円（
建
設
工
事
等
74
・
２
億
円
、
医
療

機
器
等 

21
・
６
億
円
、

用
地
費
等
11
・
７
億
円
）

と
な
っ
た
。
財
源
と
し

て
、
地
域
医
療
再
生
基

金
14
・
７
億
円
、
耐
震

化
補
助
金
12
・
８
億
円
、

再
編
債
８
・
１
億
円
、

病
院
事
業
債
（
特
別
分
）

46
・
３
億
円
、
病
院
事

業
債
22
・
９
億
円
、
自

己
資
金
２
・
７
億
円
が

充
て
ら
れ
た
。
病
院
整

備
に
補
助
金
や
有
利
な
起
債
が
で
き
、
自
治
体
の

負
担
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
、
事
前
の
想
定
を
上
回

る
常
勤
医
師
の
雇
用
を
実
現
で
き
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
病
院
財
務
も
安
定
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

２
０
１
７
年
度
決
算
で
、
一
般
会
計
か
ら
３
条
分
で

約
６
・
２
億
円
、
４
条
分
で
約
４
・
８
億
円
、
合
計
約

11
・
０
億
円
が
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
繰
入
金
の

う
ち
約
７
・
９
億
円
は
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
、

約
３
・
１
億
円
が
加
賀
市
本
体
か
ら
の
繰
り
出
し
で

あ
る
と
い
う
。
手
持
ち
現
金
は
約
９
億
円
と
ま
だ
少

な
い
が
、
現
在
の
勢
い
で
あ
れ
ば
今
後
増
加
が
期
待

で
き
る
。

旧
２
病
院
の
建
物
の
再
整
備

　

病
院
統
合
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
二
つ
の
病
院
の
建

物
は
ど
う
な
っ
た
か
。
旧
山
中
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
温
泉
を
活
用
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
も
付
帯
し
た
「
山
中

温
泉
ぬ
く
も
り
診
療
所
・
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
山
中

（
現
在
は
無
床
で
運
用
）」
と
し
て
診
療
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
敷
地
内
に
公
募
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
が
設
置
さ
れ
、「
ゆ
い
ふ
る
山
中

（
30
戸
）」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

旧
加
賀
市
民
病
院
の
建
物
は
、
町
な
か
の
に
ぎ
わ

い
創
出
の
拠
点
と
し
て
再
整
備
し
、
２
０
１
７
年
４

月
に「
か
が
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た（
上
段
写
真
）。
新
施
設
は
、
1

階
が
多
目
的
に
活
用
で
き
る
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
」「
大
聖
寺
観
光
ま
ち
づ
く
り
交
流
館
」「
市
保
健
セ

ン
タ
ー
」「
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
」「
子
育
て
応

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
が
っ
こ
ネ
ッ
ト
」な
ど
が
入
居
、

２
階
は
各
種
団
体
の
活
動
の
た
め
の
会
議
室
や
調
理

室
、
公
益
事
業
を
行
う
公
共
的
団
体
の
事
務
所
が
置

か
れ
て
い
る
。
３
階
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
向
け

の「
加
賀
市
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ

れ
、
４
階
は
、
金
沢
の
学
校
法
人
の
分
校
と
し
て
外

国
人
向
け
日
本
語
学
科
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　

困
難
を
極
め
た
病
院
統
合
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

順
調
に
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
病
院
の
再
編
・
統

合
の
成
功
モ
デ
ル
例
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
病

院
の
再
編
・
統
合
を
考
え
る
自
治
体
・
病
院
関
係
者

は
、
ぜ
ひ
全
国
有
数
の
温
泉
地
で
あ
る
加
賀
温
泉
に

宿
泊
さ
れ
、
視
察
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

※
石
川
県
内
旧
Ⅲ
群
の
施
設
数
は
下
記
サ
イ
ト
よ
り
引
用
し
ま
し
た

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/file/05-S

hingikai-12404000-
H
okenkyoku-Iryouka/0000165683.pdf
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旧加賀市民病院を活用・整備してオープンした「かが交流プラザさくら」


